
 

 

 

東京都の感染状況・医療提供体制等について 
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【感染状況】①-1 新規陽性者数・今週先週比
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Ø 新規陽性者数の7日間平均は、約1,140人となった。今週先週比は、約105％となった。

（注1）集団感染発生や曜日による件数のばらつきにより、日々の結果が変動するため、こうしたばらつきを平準化し全体の傾向を見る趣旨から、
過去７日間の移動平均値を陽性者数として算出

（注2）令和4年9月27日以降は全数届出の見直しに伴い、医療機関及び東京都陽性者登録センターから報告のあった年代別の新規陽性者数の合計を計上
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【令和5年4月18日現在（速報値）】
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【感染状況】①-2 新規陽性者数（年代別）

R4

（注）令和4年9月27日以降は全数届出の見直しに伴い、医療機関及び東京都陽性者登録センターから報告のあった年代別の新規陽性者数の合計を計上
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【令和5年4月18日現在（速報値）】
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【感染状況】② ＃7119における発熱等相談件数

Ø #7119は、感染拡大の早期予兆の指標の１つとして、モニタリングしている。
Ø #7119の7日間平均は、4月18日時点で61.9件となった。

（注）曜日などによる件数のばらつきにより、日々の結果が変動するため、こうしたばらつきを平準化し全体の傾向を見る趣旨から、
過去７日間の移動平均値を相談件数として算出
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【令和5年4月18日現在（速報値）】
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陽性率 4/12
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【感染状況】③ 検査の陽性率（PCR・抗原）
Ø PCR検査等の陽性率は、8.3％となった。

（注1）陽性率：陽性判明数（PCR・抗原）の移動平均／検査人数（＝陽性判明数（PCR・抗原）＋陰性判明数（PCR・抗原））の移動平均
（注2）集団感染発生や曜日による数値のばらつきにより、日々の結果が変動するため、こうしたばらつきを平準化し全体の傾向を見る趣旨から、過去7日間の移動平均値をもとに算出し
折れ線グラフで示す（例えば、令和3年7月7日の陽性率は、7月1日から7月7日までの実績平均を用いて算出）

（注3）検査結果の判明日を基準とする 。
（注4）(1)東京都健康安全研究センター、(2)PCRセンター（地域外来・検査センター）、(3)医療機関での保険適用検査実績により算出
（注5）陰性確認のために行った検査の実施人数は含まない 。
（注6）速報値として公表するものであり、後日確定データとして修正される場合がある。
（注7）吹き出しの数値は、モニタリング会議報告時点の数値を記載
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【令和5年4月18日現在（速報値）】
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（注）曜日などによる件数のばらつきにより、日々の結果が変動するため、こうしたばらつきを平準化し全体の傾向を見る趣旨から、
過去７日間の移動平均値を適用件数として算出
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【医療提供体制】④ 救急医療の東京ルールの適用件数

Ø 東京ルールの適用件数の7日間平均は、83.7件となった。
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【令和5年4月18日現在（速報値）】
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（注）入院患者のうち、酸素投与が必要な患者数については、令和4年2月2日から作成
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【医療提供体制】⑤-1 入院患者数（酸素投与が必要な患者数を含む）

Ø 入院患者数は、4月18日時点で570人に増加した。
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【令和5年4月18日現在（速報値）】
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【医療提供体制】⑥-1 重症患者数

（注）入院患者数のうち、人工呼吸器管理（ECMOを含む）が必要な患者数を計上

Ø 重症患者数は、4月18日時点で7人となった。
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ゲノム解析結果の推移（週別）
（令和５年４月１３日１２時時点）

※ 都内検体の、過去６週に報告を受けた、ゲノム解析の実績（速報）
※ 追加の報告により、更新する可能性あり
※ ＢＡ.２とＢＡ.２.１２.１とＢＡ.２.７５とＢＮ.１は別々に計上。ＢＡ.４とＢＡ.４.６は別々に計上。ＢＡ.５とＢＦ.７とBQ.1とBQ.1.1は別々に計上。ＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１は
別々に計上（ＸＢＢはＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１以外のＸＢＢ系統）。組換え体（XBB以外）はＸＢＢとＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１を除く。
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令和5年4月13日東京都公表資料
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「ＸＢＢ.１.９.１系統」について
概 要

Ø 「ＸＢＢ系統」の亜系統であり、２０２２年１２月に初めて確認され、欧米を中心に検出が報告さ

れている。

Ø 英国保健安全保障庁によると、英国での感染者に占める「ＸＢＢ.１.９.１系統」の割合が増加し
ており、「ＸＢＢ.１.５系統」と比較して、感染者増加の優位性が見られている。

Ø ＷＨＯは、３月３０日に、「ＸＢＢ.１.９.１系統」を、ＶＵＭ（監視下の変異株）に指定

特 徴

Ø 「ＸＢＢ.１.５系統」と同じような変異があり、ＷＨＯによれば、「ＸＢＢ.１.５系統」と似た特徴を有す
ると考えられている。

Ø 国立感染症研究所によると、既存の変異株と比べて、感染者が増加しやすい可能性はあるも
のの、感染性や重症度の上昇等を示唆する所見は、現時点ではない。

※出典：SARS-CoV-2 variants of concern and variants under investigation in England Technical briefing 51 ,2023/3/10,英国保健安全保障庁
:Tracking SARS-CoV-2 variants, WHO（2023/3/30時点）

※出典：COVID-19 Weekly Epidemiological Update , Edition 134 published 16 March 2023, WHO
:感染・伝播性の増加や抗原性の変化が懸念される 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の変異株について （第26報）, 2023年3月24日9:00時点,国立感染症研究所

ＷＨＯの分類（３月３０日時点） 国立感染症研究所の分類

ＶＯＣ（懸念される変異株） なし オミクロン株すべて

ＶＯＩ（注目すべき変異株） XBB.1.5 なし

ＶＵＭ（監視下の変異株） BQ.1,BA.2.75,XBB.1.9.1 等 なし

リスク
評価

高

低

【変異株のリスク評価ごとの分類】

変異株の分類は各国により異なり、国立感染症研究所はＷＨＯ等の分類方法を参考に、国内での検出状況を加味して分類
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ゲノム解析結果の推移（月別）
（令和５年４月１３日１２時時点）

※ 都内検体の、過去１年間に報告を受けた、ゲノム解析の実績
※ 追加の報告により、更新する可能性あり
※ ＢＡ.２とＢＡ.２.１２.１とＢＡ.２.７５とＢＮ.１は別々に計上。ＢＡ.４とＢＡ.４.６は別々に計上。ＢＡ.５とＢＦ.７とBQ.1とBQ.1.1は別々に計上。ＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１は別々に
計上（ＸＢＢはＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１以外のＸＢＢ系統）。組換え体（XBB以外）はＸＢＢとＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１を除く。
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ＸＢＢ.１.5

新規陽性者数（報告日別）

実施割合

組換え体（ＸＢＢ以外）

計　

ゲノム解析結果について（月別内訳）
（令和５年４月１３日１２時時点）

※ 都内検体の、過去１年間に報告を受けた、ゲノム解析の実績
※ 追加の報告により、更新する可能性あり
※ ＢＡ.２とＢＡ.２.１２.１とＢＡ.２.７５とＢＮ.１は別々に計上。ＢＡ.４とＢＡ.４.６は別々に計上。ＢＡ.５とＢＦ.７とBQ.1とBQ.1.1は別々に計上。ＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１は別々に
計上（ＸＢＢはＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１以外のＸＢＢ系統）。組換え体（XBB以外）はＸＢＢとＸＢＢ.１.５とＸＢＢ.１.９.１を除く。
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